
日
　
、
厨
∬
′

５

　

ｒ
摯

月

池ノ内 3号古墳出土馬形壇輸実測図





見蓼燿こ行動予定崎F4

福山駆集合

史曰駈

発

着

8:lθ

8:/40

′:θF

釣人前

福墟線

トイレ

|.二 手嫁 赫

発

′:刀

/′ :θθ

2.壼  塚 着

発

石

を

″ :ん

/θ :″

″:"

/ノ :″

3.孔 塚

瑕椰だ滋 着

発

〃:″

/3!ク

トイ

套

レ

含

丁4ムの神百鑽着 |″ :″ トイ

を |〃カ

,二 慮占麟 看 1/夕 :′θ
発 1/夕 :カ

駈家駅 着 1/ノ :′′

穏 1/JiZ/ 稲塩線

緩山襲解散  1/ノイθ

・団体行動です。″んな楽しく動けなってc

.け が色じFJい で危魚:(な こうマ

/



百rFlん って術だろつ?

，

，́
筆

浄
ゴ
ム

κ
藤
工
　
。
な
鷲
石
　
″

麟

ま

す

残
曖
ま

す

７

上

護

方
霞

ま

”　
く
　
い
　
　
て

リ

′

誉

て

嬌

た

あ

＜

ズ

，
河

ヽ
ど

着

。
準

・

ぼ

海

″

す

菫

減

に

＜

卿
イ
権
衛
征
掛

¨
蜘
層
満
層
磁

粥
暉
ね線
凱
務

物
妨
翡
知
妨籍

」
ぼ
一」妨
す。”多

赫
弾
鸞
Ｌ
覇

百
畔
て、御
踊ぷ

層 愛 〔祭 負

前方後円墳 (奈良・茶自由 )

f‐ I{fi

,前方後方墳 (奈良 。新山 )

Z



＼

―
|

ア                      _

第 3図 中小口第1号古墳整穴式石室実副図



薇

颯

食

看

資

蔵

賞

こ

務

像

キ

9- PCm



一
　

　

″
二′́ 、ヽミ、ィ多′τ

卜ヽ ぃ、

Ａ

Ｄ

Ｇ

稔 松 古

地蔵堂

'池ノ内第:

第 2日  駅 家 住 宅 団 地 内 逮 跡 配 置 図



lioi

４

０

:稔 松 古 墳 群

地蔵堂 遺跡 群

池ノ内第二遺跡

颯越・大壕谷遺跡

手坊谷選跡群

才=谷 遺 跡 群
池́ ノ内遺 跡 群

Ｃ

Ｆ



ノ。 ■ 手 嫁 ふたご・ブでヽ

凝家弯rF島 泌の潟

念うガ舞′鴨暑纂展賀A、石変
僣微瀬響数κハ畜顔

ノ獲κ後半 (〃ル～″″孝前)

第35図 二 子 舞 古 墳 実 灘 図

:ナ・ん

玄

(広 島県要琳 )

二 |≒

==争

議 ヤ

“

‐ ・

役月静

繁 営

前方都

”
♂
エ

鶴圧===, .T

第

“

図 二子塚古墳石室突測回

/



a壼 嫁 たからづが

瓢家暉者ハ小島曖

貞夜ノタ売′月腐

全妥ア/4′ 着ネ歯覇ヽ・横六壼げ石室
ノ幽私贅孝 (〃力～//P′″所,

一一　
　
一一
ｔ

多

２

(′

`i:) 

卜

´

           ●

くつわ   9      .m

■ 2日  出土 轡・鋲状金具実灘図 露 3日  出土 須恵器実測懸

者 撤

3.れ  嫁  こフねづか
駅家暉着ム月、ム燿

月滅

核六キ看至

ノ世私

7

(′

``:) 

卜

´

くつわ



4 ムn神自減 ゃまのか″二澤ヽん (広 島票F芽 )
駆象可ス黄考爵組
直曖/Z tta月崚

慶曖ニイ～4カ僣青顧嘴年石変
備佼虜椰で薇者の積六キ石室

ノ世属中孝 (″力～″ル年前 )

m 轟郎帯ろalF,

3

嘲

・

い
　

．

●

　

一

ｎ
Ｈ
鴫
職

ｎ
＝
ｈ
ツ

ハ

ーー

＝

釘

――

り

一
　

　

　

　

　

　

　

２

......ら

′
θ′
・・ :′

・・

Z



ュ ニ 爆 薔 嬌 ふにづ
°力`こ` ん

″象町蔵黄々口F槙
堀″4れ ′艦下教ズ瑾毅 ′薇六rtt f

′世κ嵐 (/Jル を前
'    |

０
‐

′



ノ′



r

性 _二 ____“ cm



:   燿蟄支化賤の休壼のお胴レヽ
(aれ瞑電層孔伊ざガ (ほ ご

・
)

ご

”

夕

す

八

公

務

じ

す
。
舞

勉

。
着

た

さ

て
稀

ザ

た

わ

た

て

が

で

Ｉ

顔

贅

て

き

が

ｚ

す

生

め

‘
じ

ハ

ゑ

糸

こ

雄
わり、
れ
凛
‰
勅
“
物
資
嫌
飾
落
が
く
ｔ

二
重

考

て

た

７

そ

皆

色

す

Ｋ

の

ん

じ

ん

に

よ

ｏ
さ

・
る

ん

ゃ

査

で

公

で

み

警

″

ブ

歎

て

い

と

　

　

　

　

　

７

こ

べ

劉

・
昇

ヽ

ヽ
が

ヽ

た
ん

孝

う

す

蓉

こ

ａ

た

ら

受

化

，
″

ろ

衝
右

の

ぃ

で

省

ろ

夕
こ

か

ゃ

く

理

が

す

Ｌ

く
琳

う

ａ
妓

慮

・
の

だ

。

ん

廣

に

こ

た

ガ

よ

壼

こ

ろ

う

に

す

す

ｏ

い

ふ

媛

上

二

孝

百

ヽ

・
ロ

エ

ざ

す

色

査

者

生

に

の

，
い

た
み

ま

た

す

ざ

る

滅

す

だ

。″

．″

ガ

測

オ

の

い

そ

す

で

啜

勝

＝
紘

き

だ

け

い

よ

う

ナ

で

エ

ガ

紙

で

晴

ね

ヽ
で

よ

つ

が

よ

ヽ
こ

く

て

ご

い

な

た

孝

て

す

を

ザ

当

い
て

の

か

え

な

し

感

で

て

し

，

い

わ

て

エ

フ成
々

け

た

べ

て

め

る

著

ご

ん

て

ん

が

し

蘇

曖

純

れ
髪

仁

蔵

狂

嫌

」

翻

と

脱

脚

教

嫌

】

毎

称

な

ユ

ヽ
１レ
＞

麦

夕

で

ヽ
け

ぃ
査

琳

人

て

が

＃

才

名
鰤
多
断
樹
饉
威
一藩
麟
輸
機，師
い
漱
「

曰

欝

ら

地

ヽ

ヶ

遺

か
　
ヽ
りヽ

」

こ

ろ

く

が

ま

ぬ

五

警

で

し

幾

そ

′

の

魚

ノユ



お父さん 、お母さんへ ～ 紺びにかんで

今日/日 、秦しく者燿め(・ り
`し
まして。お疲れ

だまでした。

そうまでτてく、百渡は百斌″石ハズ顔鮨首ハπ天
ぼ碁です。ζずから、百虜lJ者″Лズκ者′雅切 髪
蕉す|よがりでなく、百だであるがため.命々 /つ で
安菫【看ゎフだ私たす覆なのス脩・更化の新漁でも
あるわ:す です。

私て ,ぼ 、すぼらしレ`え化窺|〔 啓頑′/た あげま
すが、そのイ粛・董笙道

`を

>し た者ごィト々 色受け、通
りあfケ
tκ 人ぐがレヽること奮

`糸
てlJし、け方レだ

`1/1ます。

私たち′夜色/沼 叫た放は、豊かな質名欺K直、ま
れた魅疑てす。手ごtFぢ ハ裁什春【費る女化歎 |さ、
私たちハ運乙κレlク はし 存`在してレ〕きず。

猶陽巽脈筋の公:ょ 、こハよりな糸レl`タニするな
かで、をなんに身んかな質化″←反翼色娩うとてし|

イκレだ 思レゝます。そ′κヵぃ支化欺【私にすこ着
来色燿う与と'も にすのκめ:(、 申場な季娑ζ威滅三
ネ有レ〕ようl(颯イ 7て レゼ たレヽこ惑レ〕ます。
ぞふて |ぎ 、今唯争ご七たすこか』 /Jの 話らしヽが
でをきじκうと合じ…・…Iょ FJう

/J






